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書
名
の
通
り
、
北
海
道
に
県
が
な
い
謎
を
、
ひ
た
す
ら

追
っ
た
一
冊
で
あ
る
。
府
県
制
の
源
流
を
大
宝
律
令
ま
で

遡
り
、
北
海
道
が
今
日
に
至
っ
た
過
程
を
丹
念
に
た
ど
っ

た
。
同
時
に
、
三
県
へ
の
分
割
を
提
言
、
そ
の
根
拠
と
プ

ロ
セ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
元
道
職
員
で
あ
る
。
地
方
振
興
室
、
知
事
室
広

報
課
な
ど
で
計
四
〇
年
以
上
勤
務
し
た
。
右
の
謎
に
突
き

当
た
っ
た
の
は
一
九
七
三
年
だ
っ
た
。

　
田
中
角
栄
総
理
大
臣
（
当
時
）
が
「
無
医
大
県
を
無
く
す
」

と
し
て
打
ち
出
し
た
構
想
の
下
、
北
海
道
が
文
部
省
に
「
北

海
道
は
四
県
に
相
当
す
る
」
と
し
て
四
医
大
を
要
望
し
た
。

し
か
し
、「
北
海
道
は
一
つ
の
県
。
す
で
に
北
大
医
、
札
医

大
が
あ
る
」
と
退
け
ら
れ
た
。
旭
川
は
特
例
と
な
っ
た
も

の
の
、
函
館
や
釧
路
へ
の
設
置
は
「
論
外
」
と
さ
れ
た
。

　
筆
者
は
こ
の
時
抱
い
た
問
題
意
識
に
生
涯
取
り
組
む
こ

と
に
な
る
。
定
年
退
職
後
も
、
独
り
で
何
年
も
調
査
研
究

を
続
け
た
。
そ
し
て
二
〇
一
七
年
秋
の
あ
る
日
、
当
時
北

海
道
新
聞
編
集
委
員
を
し
て
い
た
私
に
原
稿
を
渡
し
た
。

「
読
ん
で
み
て
ほ
し
い
」
と
。

　
詳
細
な
分
析
と
深
い
思
い
が
伝
わ
る
原
稿
だ
っ
た
の
で
、

「
北
海
道
命
名
一
五
〇
年
を
機
に
出
版
さ
れ
て
も
い
い
の
で

は
」
と
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、筆
者
は
顔
に
喜
び
を
表
さ
れ
、

「
さ
ら
に
推
敲
す
る
」
と
言
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
数
カ

月
後
に
筆
者
は
病
死
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
七
四
歳
だ
っ
た
。

　
完
成
版
と
み
ら
れ
る
原
稿
デ
ー
タ
が
自
宅
パ
ソ
コ
ン
に

残
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ご
遺
族
の
手
に
よ
り
本
書
刊

行
が
実
現
し
た
。

　
本
書
の
構
成
は
、第
一
部
「
都
道
府
県
制
度
を
考
え
る
」

第
二
部
「
北
海
道
の
統
治
の
歴
史
を
た
ず
ね
て
」
第
三
部

「
地
域
が
輝
く
北
海
道
の
三
県
制
度
」
の
三
部
で
あ
る
。

　
第
一
部
で
は
、
日
本
の
地
方
自
治
と
都
道
府
県
制
が
憲

法
な
ど
に
ど
う
規
定
さ
れ
て
い
る
か
を
分
析
、「
地
方
自
治

の
本
旨
」と
は
何
か
を
考
え
抜
く
。
そ
の
本
旨
の
肝
が「
補

完
性
・
近
接
性
原
理
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
位
置
付
け
る
法

が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
府
藩
制
を
下
敷
き
に
し

た
都
道
府
県
制
の
歴
史
を
追
跡
、
北
海
道
が
な
ぜ
廃
藩
置

県
と
府
県
制
の
適
用
除
外
に
な
っ
た
か
、「
準
内
地
」
性

が
現
在
の
北
海
道
に
ど
う
表
れ
て
い
る
か
、に
も
触
れ
た
。

　
第
二
部
で
は
、
北
海
道
の
統
治
の
歴
史
を
た
ど
り
、「
廃

藩
置
県
が
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」、「
北
海
道

開
発
局
は
な
ぜ
で
き
た
の
か
」
な
ど
、
歴
史
の
「
な
ぜ
」

を
徹
底
追
求
、
北
海
道
が
歩
ん
だ
特
異
な
道
を
浮
き
彫
り

に
し
て
い
る
。

　
第
三
部
が
本
書
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
部
分
で
、「
北
海
道
に
県

が
置
か
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
」を
整
理
す
る
前
半
と
、

改
革
の
必
要
性
と
道
筋
を
示
す
後
半
部
分
と
か
ら
成
る
。

　
県
が
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、「
明
治
新
政
府
が
掲
げ

た
『
土
地
墾
開
』『
人
民
繁
殖
』『
北
門
の
鎖さ

や
く鑰

』
を
目
標

に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
か
ら
」
と
総
括
す
る
が
、

「
も
う
一
方
で
は
長
年
維
持
し
て
き
た
制
度
を
変
え
ず
に

継
続
を
図
っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
」
と
し
て
、
政
府
と
地

元
が
分
県
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
ず
、
現
状
維
持
に
動
い
た
こ

と
を
、
柔
ら
か
に
批
判
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
県
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
地
域
格
差
」

を
、人
口
が
近
い
道
外
の
四
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
（「
青
森
・
岩
手
・

宮
城
ブ
ロ
ッ
ク
」
な
ど
）
と
の
比
較
を
通
じ
て
考
察
。
製

造
品
出
荷
額
や
有
業
率
、
有
効
求
人
倍
率
、
国
立
総
合
大

学
数
、
大
学
進
学
率
な
ど
の
指
標
で
い
ず
れ
も
北
海
道
が

他
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
を
下
回
り
、
逆
に
、
人
口
千
人
当
た
り

生
活
保
護
率
が
最
も
高
い
点
に
注
目
す
る
。

　
筆
者
の
結
論
は
「
北
海
道
が
準
内
地
か
ら
脱
却
し
内
地

の
府
県
と
肩
を
並
べ
る
た
め
に
は
、
府
県
制
の
特
例
で
あ

る
道
制
を
廃
止
し
分
割
分
県
が
必
要
と
な
る
。
同
時
に
北

海
道
開
発
法
（
総
合
開
発
事
業
）
を
廃
止
し
、
国
土
形
成

計
画
法
の
適
用
へ
と
移
行
す
る
こ
と
だ
」
で
あ
る
。

　
分
割
分
県
構
想
に
つ
い
て
は
、
①
分
割
分
県
を
実
現
、

②
国
土
形
成
計
画
法
へ
の
移
行
、
③
国
の
地
方
出
先
機
関

の
改
革
、
④
補
完
性
・
近
接
性
原
理
推
進
法
の
制
定
―
の

プ
ロ
セ
ス
と
、分
県
の
区
割
り
案
な
ど
を
詳
述
し
て
い
る
。

　
筆
者
の
思
い
は
次
に
も
滲
む
。「
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
、
地
域
間
格
差
の
解
消
と
い
う
政
策
目
標
は
、
平
成
初

頭
の
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
と
と
も
に
姿
を
消
し
、
そ
の
後

は
（
中
略
）
地
域
格
差
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
」。
示
唆
と
味
わ
い
の
深
い
力
作
で
あ
る
。
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